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【目的】妊娠初期に女性が風疹ウイルスに感染すると胎児が先天性心疾患、白内障、 

難聴を特徴とする先天性風疹症候群（CRS:congenital rubella syndrome）を発症す 

る場合がある。CRS発生の最も有効な予防法は妊娠前のワクチン接種での抗体獲得で 

ある。風疹ワクチンは、77年から女子中学生を対象に集団接種されていたが、95年の 

予防接種法改正により 1-7歳半の男女に接種対象が変更された。このため対象から外 

れた当時 7歳半から 16歳未満の男女を対象に無料でワクチン接種できる経過措置が取 

られたが、接種したのは半数以下であった。2012年初めより関西圏を中心に風疹が流 

行しており、CRS発生が懸念されている。今回その予防接種を特に勧めるべき患者群 

を確認するため年代別に抗体保有率を比較した。【方法】2012年 6月から 2013年 2月ま 

でに当院を受診した女性患者 1133名の風疹HI抗体を測定し、HI抗体価 16倍以下を抗体 

陰性、32倍以上を抗体陽性として各年齢での抗体保有率を検討した。統計解析はカイ 

２乗検定で p＜0.05を有意差ありとした。【結果】それぞれの年齢での抗体陰性率は 2 

8歳以下:15.0％、29歳:18.9％、30歳:9.4％、31歳:16.4％、32歳:16.4％、33歳:22.7 

％、34歳:17.8％、35歳:14.3％、36歳:18.8％、37歳:19.1％、38歳:22.6％、39歳:19 

. 0％、40歳:15.8％、41歳:27.9％、42歳:21.0％、43歳:23.5％、44歳以上:21.0％で 

あった。集団接種対象群（34歳以上）と非対象群（25～33歳）の抗体陰性率は 19.6％ 

と 17.0％であり差を認めなかった（p=0.373）。【結論】集団接種非対象群（25～33 

歳）も比較的低い抗体陰性率であった。一方 41歳以上では集団接種を受けているが抗 

体陰性率が高かった。これは過去のワクチン接種で獲得した免疫が経年的に低下した 

ものと考えられる。CRS発生予防のためには妊娠を希望する女性には年代の区別なく 

風疹HI抗体価を測定し低抗体価ならワクチン接種を実施することが肝要であると考え 

られた。 


